
140  フェスゴ配合皮下注＋ドセタキセル療法

■適応：HER2陽性乳癌

投与量
フェスゴ配合皮下注　day1初回用量　IN（PER1200ｍｇ＋HER600ｍｇ） ３週毎を１コースとして繰り返す。

維持用量　MA（PER1200mg＋HER600mg） 　　
ドセタキセル ７５ｍｇ/㎡day1

投与日 薬品名 投与時間 day1 day21
１コース目①生理食塩液　100ｍＬ ルート確保 ↓

②フェスゴ配合皮下注　IN　8分以上かけて大腿部へ皮下注射 8分 ↓
③生理食塩液100ｍL＋デキサート6.6ｍｇ＋ポララミン１A 15分 ↓
④ドセタキセル75ｍｇ/㎡＋５％ブドウ糖250ｍL 60分 ↓

２コース目①生理食塩液　100ｍＬ ルート確保 ↓
以降 ②フェスゴ配合皮下注　MA　5分以上かけて大腿部へ皮下注射 5分 ↓

③生理食塩液100ｍL＋デキサート6.6ｍｇ＋ポララミン１A 15分 ↓
④ドセタキセル75ｍｇ/㎡＋５％ブドウ糖250ｍL 60分 ↓

投与時の注意
フェスゴ配合皮下注はIN（初回用量）、MA（維持用量）の２規格あるので取り違えに注意。
infusion reaction発現の可能性あるため、フェスゴ注射後経過観察の時間を持ちinfusion reactionの症状が現れていない事を確認して次の薬剤へ。
注射部位反応の報告があるため、同一箇所への繰り返しの注射はさけ、新たな注射部位は前回の注射部位から少なくとも2.5ｃｍ以上は離す。

主な副作用：infusion reaction,注射部位反応、心不全、骨髄抑制、関節痛・筋肉痛、消化器症状、便秘、倦怠感、肝障害、浮腫など
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